
(57)【要約】

【課題】この発明は、簡便にして容易な着脱を実現した

うえで、被検者の口からの離脱防止を図り得るようにす

ることにある。

【解決手段】マウスピース本体１０の内視鏡挿通部１１

を挟んで上記被検者（図示せず）の上顎及び下顎の歯列

の一部歯あるいは上顎及び下顎の歯茎の一部が収容可能

な凹状の第１及び第２の収容部１２，１３を弾性変形部

１４を介して噛付き方向と逆方向に弾性力を付与するよ

うに連結して構成した。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 の 挿 通 さ れ る 挿 通 部 が 設 け ら れ た マ ウ ス ピ ー ス 本 体 と 、
　 前 記 マ ウ ス ピ ー ス 本 体 に 設 け ら れ 、 上 顎 側 及 び 下 顎 側 の 一 方 が 係 合 さ れ る 第 １ の 係 合 部
と 、
　 前 記 マ ウ ス ピ ー ス 本 体 を 挟 ん で 前 記 第 １ の 係 合 部 に 対 向 配 置 さ れ 、 上 記 上 顎 側 及 び 下 顎
側 の 他 方 の 他 方 が 係 合 さ れ る 第 ２ の 係 合 部 と 、
　 前 記 第 １ の 係 合 部 と 前 記 第 ２ の 係 合 部 を 、 噛 付 き 方 向 と 逆 方 向 に 弾 性 力 を 付 与 す る よ う
に 連 結 す る 弾 性 変 形 部 と 、
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 マ ウ ス ピ ー ス 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の 係 合 部 は 、 上 顎 側 及 び 下 顎 側 の 一 方 の 歯 又 は 歯 茎 が 係 合 さ れ 、 前 記 第 ２ の 係
合 部 は 、 上 顎 側 及 び 下 顎 側 の 他 方 の 歯 又 は 歯 茎 が 係 合 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記
載 の 内 視 鏡 用 マ ウ ス ピ ー ス 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 弾 性 変 形 部 は 、 前 記 口 腔 内 方 向 に 突 出 し て 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又
は ２ 記 載 の 内 視 鏡 用 マ ウ ス ピ ー ス 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 弾 性 変 形 部 は 、 少 な く と も 前 記 マ ウ ス ピ ー ス 本 体 の 挿 通 部 を 挟 ん で 一 対 設 け ら れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 記 載 の 内 視 鏡 用 マ ウ ス ピ ー ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 例 え ば 生 体 臓 器 等 の 内 部 を 観 察 し た り 、 術 部 の 処 置 に 供 さ れ る 内 視 鏡 を 、
口 腔 か ら 体 腔 内 に 挿 入 案 内 す る の に 用 い ら れ る 内 視 鏡 用 マ ウ ス ピ ー ス に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 内 視 鏡 用 マ ウ ス ピ ー ス に お い て は 、 被 検 者 の 口 に く わ え ら れ て 、 内 視 鏡 を 口 腔
か ら 体 腔 内 に 挿 入 案 内 す る の に 供 さ れ る こ と が 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な 内 視 鏡 用 マ ウ ス
ピ ー ス は 、 内 視 鏡 挿 通 部 の 周 囲 に 被 検 者 が 上 顎 及 び 下 顎 の 歯 や 歯 茎 で 噛 む こ と が で き る 噛
付 き 部 を 設 け 、 こ の 噛 付 き 部 を 噛 む こ と で 、 挿 入 す る 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 保 護 と 共 に 、 体 腔
内 へ の 容 易 な 挿 入 を 可 能 と す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ が 、 こ の よ う な 内 視 鏡 用 マ ウ ス ピ ー ス に あ っ て は 、 被 検 者 の 噛 付 き 力 が 弱 ま る と
、 被 検 者 の 口 か ら 外 れ 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 噛 ん で し ま う 虞 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 内 視 鏡 挿 通 部 の 周 囲 に 鍔 部 を 設 け 、 こ の 鍔 部 を 歯 茎 と 唇 の 間 に 収 容 さ せ た 状 態
で 口 に く わ え る こ と で 、 被 検 者 が 多 少 口 を 開 い て も 口 か ら 外 れ る の を 防 止 す る よ う に 構 成
し た も の が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － １ ９ ７ １ ０ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ の 内 視 鏡 用 マ ウ ス ピ ー ス で は 、 時 間 の 経 過 に よ り 、 被 検
者 に よ る 鍔 部 の 噛 付 き 力 が 低 下 し た り 、 内 視 鏡 が 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る こ と に よ る 不 快 感 に
よ る 嘔 吐 状 態 に 至 り 、 被 検 者 の 口 が 開 い て し ま う と 、 吐 き 出 さ れ る 如 く 口 か ら 外 れ て し ま
う と い う 問 題 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 は 上 記 の 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 簡 便 に し て 容 易 な 着 脱 を 実 現 し た う え
で 、 被 検 者 の 口 か ら の 離 脱 防 止 を 図 り 得 る よ う に し た 内 視 鏡 用 マ ウ ス ピ ー ス を 提 供 す る こ
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と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 は 、 内 視 鏡 の 挿 通 さ れ る 挿 通 部 が 設 け ら れ た マ ウ ス ピ ー ス 本 体 と 、 前 記 マ ウ ス
ピ ー ス 本 体 に 設 け ら れ 、 上 顎 側 及 び 下 顎 側 の 一 方 が 係 合 さ れ る 第 １ の 係 合 部 と 、 前 記 マ ウ
ス ピ ー ス 本 体 を 挟 ん で 前 記 第 １ の 係 合 部 に 対 向 配 置 さ れ 、 上 記 上 顎 側 及 び 下 顎 側 の 他 方 の
他 方 が 係 合 さ れ る 第 ２ の 係 合 部 と 、 前 記 第 １ の 係 合 部 と 前 記 第 ２ の 係 合 部 を 、 噛 付 き 方 向
と 逆 方 向 に 弾 性 力 を 付 与 す る よ う に 連 結 す る 弾 性 変 形 部 と を 備 え て 内 視 鏡 用 マ ウ ス ピ ー ス
を 構 成 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 第 １ 及 び 第 ２ の 係 合 部 は 、 弾 性 変 形 部 を 介 し て 噛 付 き 方 向 と 逆 方 向
に 弾 性 力 を 付 与 す る よ う に 連 結 さ れ 、 そ の 弾 性 力 に 抗 し て 上 顎 側 及 び 下 顎 側 に 装 着 さ れ 、
そ の 装 着 状 態 で 、 弾 性 変 形 部 の 弾 性 力 に よ り 上 顎 側 及 び 下 顎 側 に 弾 性 係 合 さ れ る 。 従 っ て
、 第 １ 及 び 第 ２ の 係 合 部 は 、 上 顎 側 及 び 下 顎 側 へ の 簡 便 に し て 容 易 な 装 着 を 実 現 し た う え
で 、 最 小 限 の 噛 付 き 力 で 確 実 な 装 着 か 実 現 さ れ 、 し か も 、 上 顎 側 と 下 顎 側 が 開 い た 場 合 に
お い て も 、 そ の 弾 性 変 形 部 の 弾 性 力 に よ り 、 上 顎 側 と 下 顎 側 の 開 き に 追 従 さ れ る こ と に よ
り 、 口 か ら の 離 脱 が 防 止 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 上 述 べ た よ う に 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 簡 便 に し て 容 易 な 着 脱 を 実 現 し た う え で 、 被 検
者 の 口 か ら の 離 脱 防 止 を 図 り 得 る よ う に し た 内 視 鏡 用 マ ウ ス ピ ー ス を 提 供 す る こ と が で き
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ は 、 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 マ ウ ス ピ ー ス を 示 す も の で 、
マ ウ ス ピ ー ス 本 体 １ ０ に は 、 図 示 し な い 内 視 鏡 の 挿 通 さ れ る 内 視 鏡 挿 通 部 １ １ が 設 け ら れ
る 。 そ し て 、 こ の マ ウ ス ピ ー ス 本 体 １ ０ に は 、 上 記 内 視 鏡 挿 通 部 １ １ を 挟 ん で 図 示 し な い
被 検 者 の 上 顎 側 及 び 下 顎 側 係 合 部 を 構 成 す る 第 １ 及 び 第 ２ の 収 容 部 １ ２ ， １ ３ が 分 離 配 置
さ れ る 。 こ の 第 １ 及 び 第 ２ の 収 容 部 １ ２ ， １ ３ は 、 例 え ば 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 上 記
被 検 者 （ 図 示 せ ず ） の 上 顎 及 び 下 顎 の 歯 列 の 一 部 歯 あ る い は 上 顎 及 び 下 顎 の 歯 茎 の 一 部 が
収 容 可 能 に 一 方 の 口 腔 内 側 の 側 壁 １ ２ １ ， １ ３ １ が 、 他 方 の 側 壁 １ ２ ２ ， １ ３ ２ に 比 し て
低 く 形 成 さ れ 、 被 検 者 の 口 内 へ の 容 易 な 挿 入 を 実 現 す る よ う に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 例 え ば 第 １ の 収 容 部 １ ２ は 、 マ ウ ス ピ ー ス 本 体 １ ０ に 一 体 的 に 設 け ら れ 、 こ の 第 １ の 収
容 部 １ ２ に は 、 上 記 第 ２ の 収 容 部 １ ３ が 連 結 体 で あ る 弾 性 変 形 部 １ ４ を 介 し て 弾 性 変 形 自
在 に 連 結 さ れ る 。 こ の 弾 性 変 形 部 １ ４ は 、 例 え ば 第 １ 及 び 第 ２ の 収 容 部 １ ２ ， １ ３ の 両 端
部 間 に そ れ ぞ れ 弾 性 変 形 自 在 に 架 設 さ れ て 口 腔 内 方 向 （ 内 視 鏡 挿 通 方 向 ） に 湾 曲 状 に 突 出
さ せ て 配 さ れ 、 そ の 弾 性 力 を 第 １ 及 び 第 ２ の 収 容 部 １ ２ ， １ ３ 間 を 開 く 方 向 （ 離 間 す る 方
向 ） に 付 与 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 マ ウ ス ピ ー ス 本 体 １ ０ は 、 そ の 第 １ 及 び 第 ２ の 収 容 部 １ ２ ， １ ３ を
弾 性 雄 変 形 部 １ ４ の 弾 性 力 に 抗 し て 接 近 さ せ た 状 態 で 、 上 記 被 検 者 （ 図 示 せ ず ） の 口 に 収
容 し 、 そ の 第 １ の 収 容 部 １ ２ に 上 顎 の 歯 列 の 一 部 歯 （ あ る い は 歯 茎 ） を 収 容 し 、 そ の 第 ２
の 収 容 部 １ ３ に 下 顎 の 歯 列 の 一 部 歯 （ あ る い は 歯 茎 ） を 収 容 す る 。 す る と 、 マ ウ ス ピ ー ス
本 体 １ ０ は 、 そ の 第 １ 及 び 第 ２ の 収 容 部 １ ２ ， １ ３ が 弾 性 変 形 部 １ ４ の 弾 性 力 に よ り 、 上
記 被 検 者 （ 図 示 せ ず ） の 上 顎 及 び 下 顎 の 歯 列 の 一 部 歯 （ あ る い は 歯 茎 ） に 当 接 さ れ て 、 い
わ ゆ る フ ィ ッ ト し た 状 態 に 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 こ の 状 態 で 、 マ ウ ス ピ ー ス 本 体 １ ０ の 内 視 鏡 挿 入 部 １ １ に は 、 上 記 内 視 鏡 （ 図 示 せ ず ）
が 挿 通 さ れ 、 上 記 被 検 者 （ 図 示 せ ず ） の 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 。 こ の 際 、 上 記 被 検 者 （ 図 示
せ ず ） が 口 を 開 い て し ま っ た 場 合 、 第 １ 及 び 第 ２ の 収 容 部 １ ２ ， １ ３ は 、 弾 性 変 形 部 １ ４
の 弾 性 力 に よ り 、 相 互 間 の 間 隔 が 開 き 、 被 検 者 （ 図 示 せ ず ） の 開 い た 口 に 追 従 さ れ て 、 口
か ら の 離 脱 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う に 、 上 記 内 視 鏡 用 マ ウ ス ピ ー ス は 、 マ ウ ス ピ ー ス 本 体 １ ０ の 内 視 鏡 挿 通 部 １ １
を 挟 ん で 上 記 被 検 者 （ 図 示 せ ず ） の 上 顎 及 び 下 顎 の 歯 列 の 一 部 歯 あ る い は 上 顎 及 び 下 顎 の
歯 茎 の 一 部 が 収 容 可 能 な 凹 状 の 第 １ 及 び 第 ２ の 収 容 部 １ ２ ， １ ３ を 弾 性 変 形 部 １ ４ を 介 し
て 噛 付 き 方 向 と 逆 方 向 に 弾 性 力 を 付 与 す る よ う に 連 結 し て 構 成 し た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 第 １ 及 び 第 ２ の 収 容 部 １ ２ ， １ ３ は 、 弾 性 変 形 部 １ ４ を 介 し て 噛 付 き 方
向 と 逆 方 向 に 弾 性 力 を 付 与 す る よ う に 連 結 さ れ て お り 、 そ の 弾 性 力 に 抗 し て 上 記 被 検 者 （
図 示 せ ず ） の 上 顎 側 及 び 下 顎 側 に そ れ ぞ れ 装 着 さ れ 、 そ の 装 着 状 態 で 、 弾 性 変 形 部 １ ４ の
弾 性 力 に よ り 上 顎 側 及 び 下 顎 側 に 係 合 さ れ る こ と に よ り 、 最 小 限 の 噛 付 き 力 で 確 実 な 装 着
を 実 現 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の 結 果 、 第 １ 及 び 第 ２ の 収 容 部 の 上 顎 側 及 び 下 顎 側 へ の
簡 便 に し て 容 易 な 着 脱 操 作 を 実 現 し た う え で 、 上 顎 側 と 下 顎 側 が 開 い た 場 合 に は 、 そ の 弾
性 変 形 部 １ ４ の 弾 性 力 に よ り 、 上 顎 側 と 下 顎 側 の 開 き に 追 従 さ れ て 、 口 か ら の 離 脱 が 防 止
さ れ る 。 例 え ば 総 入 れ 歯 の 上 記 被 検 者 （ 図 示 せ ず ） に お い て も 、 入 れ 歯 を 外 し た 状 態 で も
、 口 か ら の 離 脱 防 止 が 図 れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 こ れ に よ れ ば 、 噛 付 き 力 が 少 な く て も 、 上 記 被 検 者 （ 図 示 せ ず ） へ の 確 実 な 装 着
が 可 能 な こ と に よ り 、 噛 付 き 過 ぎ に よ り 歯 に よ る 第 １ 及 び 第 ２ の 収 容 部 を 含 む マ ウ ス ピ ー
ス 本 体 の 傷 付 き を 含 む 損 傷 の 防 止 が 図 れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 収 容 部 １ ２ ， １ ３ を 弾 性 変 形 自 在 に 連 結 す
る 弾 性 変 形 部 １ ４ を 、 該 第 １ 及 び 第 ２ の 収 容 部 １ ２ ， １ ３ の 両 端 部 間 に 口 腔 内 方 向 に 湾 曲
状 に 突 設 さ せ て 配 置 す る よ う に 構 成 し た 場 合 で 説 明 し た が 、 こ の 配 置 構 成 の 限 る こ と な く
、 構 成 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 上 顎 及 び 下 顎 側 が 係 合 さ れ る 第 １ 及 び 第 ２ の 係 合 部 と し て
、 マ ウ ス ピ ー ス 本 体 １ ０ の 内 視 鏡 挿 通 部 １ １ を 挟 ん で 上 記 被 検 者 （ 図 示 せ ず ） の 上 顎 及 び
下 顎 の 歯 列 の 一 部 歯 あ る い は 上 顎 及 び 下 顎 の 歯 茎 の 一 部 が 収 容 可 能 な 凹 状 の 第 １ 及 び 第 ２
の 収 容 部 １ ２ ， １ ３ を 弾 性 変 形 部 １ ４ を 介 し て 連 結 す る よ う に 構 成 し た が 、 こ れ に 限 る こ
と な く 、 各 種 の 上 顎 側 及 び 下 顎 側 に 係 合 さ れ る 係 合 部 構 造 に お い て も 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 よ っ て 、 こ の 発 明 は 、 上 記 実 施 の 形 態 に 限 る こ と な く 、 そ の 他 、 実 施 段 階 で は そ の 要 旨
を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 の 変 形 を 実 施 し 得 る こ と が 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 上 記 実 施 形 態 に
は 、 種 々 の 段 階 の 発 明 が 含 ま れ て お り 、 開 示 さ れ る 複 数 の 構 成 要 件 に お け る 適 宜 な 組 合 せ
に よ り 種 々 の 発 明 が 抽 出 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 例 え ば 実 施 形 態 に 示 さ れ る 全 構 成 要 件 か ら 幾 つ か の 構 成 要 件 が 削 除 さ れ て も 、 発 明 が 解
決 し よ う と す る 課 題 の 欄 で 述 べ た 課 題 が 解 決 で き 、 発 明 の 効 果 で 述 べ ら れ て い る 効 果 が 得
ら れ る 場 合 に は 、 こ の 構 成 要 件 が 削 除 さ れ た 構 成 が 発 明 と し て 抽 出 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 は 、 上 記 各 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 次 の よ う な 構 成 を 得 る こ と も 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 　 （ 付 記 １ ）
　 上 顎 の 歯 又 は 歯 茎 が 係 合 さ れ る 第 １ の 凹 状 係 合 部 と 、
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　 下 顎 の 歯 又 は 歯 茎 が 係 合 さ れ る 第 ２ の 凹 状 係 合 部 と 、
　 前 記 第 １ の 凹 状 係 合 部 に 前 記 第 ２ の 凹 状 係 合 部 に 対 応 し て 設 け ら れ 、 内 視 鏡 が 挿 通 さ れ
る 内 視 鏡 挿 入 部 と 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 凹 状 係 合 部 を 弾 性 変 形 自 在 に 連 結 す る 連 結 体 と 、
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 マ ウ ス ピ ー ス 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 マ ウ ス ピ ー ス の 外 観 構 成 を 示 し た 斜 視 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ を 上 方 か ら 見 た 状 態 を 示 し た 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 弾 性 変 形 部 の 詳 細 を 示 し た 一 部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ の 一 部 を 断 面 し て 示 し た 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 １ ０ … マ ウ ス ピ ー ス 本 体 、 １ １ … 内 視 鏡 挿 通 部 、 １ ２ … 第 １ の 収 容 部 、 １ ２ １ ， １ ２ ２
… 側 壁 、 １ ３ … 第 ２ の 収 容 部 、 １ ３ １ ， １ ３ ２ … 側 壁 、 １ ４ … 弾 性 変 形 部 。
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